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文部省コホート研究班（大野班） 
三上  春夫  

千葉県がんセンター 

『コホート研究による発がん要因の評価に関する研

究』（大野班）は1988年以来、全国で約12万人の健康住
民のコホートを追跡調査してきた。いわゆる“文部省コ

ホート研究”と呼ばれ、厚生省コホート研究、環境庁コ

ホート研究とならんで、日本を代表する現行の大規模が

んコホート研究である。 
1988～90年の 3年間に全国で約 12万人の健康住民コ
ホートについて問診票による基礎調査を実施し、同時に

採血による血清の採取と保存を行った。現在まで10年間
以上にわたってがん死亡と罹患状況の追跡調査を継続し、

がん発生に関連する要因の評価検討を行ってきた。 
研究は文部省科学研究費補助金の特定領域研究 A（が
ん特定）領域 348総合がん研究に含まれ、これまで大野
良之教授（名大）を主任研究者として研究班を組織して

きたが、2000年度より『大規模コホートの運営委員会』
として委員会方式に変更となった。 
現在1997年までのデータが確定しており、今後は臓器
別グループに分かれて調査分析を進めて行く予定である。

胃がん、肺がん、大腸がんなどのグループの他、循環器

や外因死などの分析グループが活動を開始している。そ

れに先だって本年 6月の第 1回会議では、運動や食事な
ど基礎データの解析結果が発表された。 

1997年末までに確認された死亡者数は11,333名で、約
1/3が新生物による死亡である。一方罹患の状況は 24施
設中15施設が追跡調査を行っており、がん登録データの
活用が計られている。追跡調査の結果は罹患グループ（世

話人：大阪府立成人病センター 鈴木隆一郎先生）により
解析される予定である。 
開始時より保存された血清は胃、肺、胆、膵、肝など

の各臓器別グループからの申請により血清利用委員会が

これを検討し決定される。現在までに IGF-I、IGF-II、sFas、
TGF-βの測定が行われることとなっている。 
また長期・広範囲・多施設にわたるコホート研究に固

有の困難な問題として、インフォームド・コンセントの

確認や個人情報保護をはじめとする倫理的問題の検討が

求められており、その検討のために倫理分科会が設置さ

れている。特に個人情報保護基本法の制定を目前に控え

て、ベースライン・データや血清の利用について活発な

意見交換がなされており、全体的な研究の倫理面の審査は

名古屋大学倫理委員会の審査を受けることとなっている。 

がん登録と私 
村田 紀  

（財）放射線影響協会 

きっかけ 
私ががん登録とつきあうことになったそもそもの動機

は、もう30年近くも昔のヒューストン留学時代にさかの
ぼることになる。それまで私はショウジョウバエを使っ

た集団遺伝学の研究に携わっていたのだが、ヒトの遺伝

学に方向転換したくなって、留学を機に、がんの遺伝の

問題に取り組もうと言う大それたことを考えてしまった。 
今でこそがんの遺伝学はもう当たり前の普遍的な分野

になっているが、当時（1973年）はまだ分子遺伝学もほ
とんどヒトには応用されていない時代で、“がんは遺伝

するか”という疑問に対して、どっちともよく判らない

というのが研究者一般の見方であった。 
私は、集団遺伝学のキャリアから、必然的に統計的手

法を使った家族歴分析の研究を行うことになった。その

際、“がん患者の家族に本当にがんが多いのか”を検証す

るには、症例対照研究を行えば良かったのだが、まだ疫

学的方法を知らなかった私は、一般集団のがん発病率と

比較する方法を選んでしまった。 
そこで改めて、一体がんの罹患率はどの位なのと考え

て、その種のデータを探すことになった。わたしは、そ

んな統計くらいどこにでも転がっているのだろうと簡単

に考えて、大学の図書館に行ったり書店を探したりした

ところ、そういうものは世の中にほとんど無いのだとい

うことに初めて気がついたのである。ヒューストン市内

の書店でようやく見つけたUICCの「５大陸のがん罹患
第 1巻」と、もうひとつニューヨーク州がん登録が出版
した「アメリカのがん罹患統計」が、この手の統計の貴

重さを私に思い知らせるものとなった。 
帰国してからも、がんの遺伝の研究を続ける傍ら、日

本においても罹患統計をきちんと出せるようにすべきだ

という考えが頭から離れなかったところに、千葉県がん

センターで地域がん登録を立ち上げるについて手伝って

開始より 10年を経ていよいよ大規模コホート研究の
収穫期に入り、研究班もデータや試料を管理運営する委

員会方式に移行した。班会議ではすでにその成果である

がん学会のミニシンポジウムへの発表や論文投稿が始

まったことが報告された。今後発展すると思われる分子

生物学的検討や罹患データの解析に大いに期待が寄せ

られている。 
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